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スポーツの秋スポーツの秋
町民駅伝大会 ２年ぶりに開催！町民駅伝大会 ２年ぶりに開催！



広報 2令和４年10月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

「だんだん」オープニングセレモニー

10 月１日に、まちなかオープンスペース「だんだん」の

オープニングセレモニーが行われました。

当日は来賓のかたがたや、町民の皆様が会場に集まり、

セレモニーが終った後も交流をしていました。

「だんだん」を起点にして、多くの人が交流していくことを願っています。

皆様もぜひ「だんだん」へお立ち寄りください。
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見て・知って・得をする　かわらばん
移住定住のとりくみ
いきいき大好き津南町
津南病院いろいろ発見！
地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
広報ライブラリー
つなんの文芸
敬老の日　年金コーナー　議会コーナー
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04 【特集】 令和３年度 決算報告
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広報 4令和４年10月号

目的別
歳　入

38億2,954万円
地方交付税
（46.0％）

15億8,794万円
国・県支出金
（19.1％）

11億1,724万円
町税

（13.4％）

3億1,119万円
繰越金（3.7％）

1億7,074万円
諸収入（2.1％）

2億859万円
繰入金
（2.5％）

1,399万円
その他（3.8％）

4億1,141万円
町債（4.9％）

2億3,323万円
地方消費税交付金
（2.8％）

8,459万円
地方譲与税（1.0％） 5,135万円

その他（0.7％）

依
存
財
源
74.5％　　　

　 自主財源 25.5％
　
　
　
　
　
　
　

特 
集
Topic

決
算
報
告

決
算
報
告

令和
３年度

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

▼歳入合計

83億 1,981万円

5億9,018万円
固定資産税
（52.8％）

3億126万円
個人町民税
（27.0％）

1億1,324万円
法人町民税
（10.2％）

6,602万円
町たばこ税
（5.9％）

4,276万円
軽自動車税
（3.8％）

328万円
入湯税
（0.3％）

町 税 の内訳

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
83
億
1
，
9
8
1
万
円
で
前
年
度
比

5
億
9
4
6
万
円
の
減
（
5.8
％
減
）、
歳

出
が
77
億
3
，
7
2
9
万
円
で
前
年
度
比

7
億
8
，
0
7
9
万
円
の
減
（
9.2
％
減
）

と
な
り
、
差
引
5
億
8
，
2
5
2
万
円
を

令
和
4
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
国
の
特
別
定
額
給

付
金
事
業
の
減
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に

昨
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
減
と
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

と
し
て
令
和
２
年
度
に
創
設
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
活
用
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
策

及
び
地
域
経
済
、
住
民
生
活
へ
の
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財

源
は
21
億
2
，
1
7
5
万
円
、
前
年
度
比

１
億
7
，
1
7
1
万
円
の
増
（
8.8
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は

３
億
1
2
6
万
円
で
前
年
度
比
7
9
7
万

円
の
減
（
2.6
％
減
）、
法
人
町
民
税
は
、

１
億
1
，
3
2
4
万
円
で
前
年
度
比
5
，

1
0
6
万
円
の
増（
82.1
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
は
前
年
度
比
9
2
6
万
円

の
減
（
1.5
％
減
）、
軽
自
動
車
税
は
前
年
度

比
40
万
円
の
増
（
0.9
％
増
）、
町
た
ば
こ
税

は
前
年
度
比
5
2
1
万
円
の
増
（
8.6
％

増
）、
入
湯
税
は
前
年
度
比
1
5
2
万
円
の

増
（
67.4
％
増
）
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は

11
億
1
，
7
2
4
万
円
で
前
年
度
比
4
，

0
9
7
万
円
の
増
（
3.8
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
病
院
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
使
い
み
ち
と
、
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



5 広報 令和４年10月号

13億8,852万円
総務費
（17.9％）

6億3,395万円
土木費
（8.2％）

9億7,360万円
農林水産業費
（12.6％）

6億3,411万円
公債費
（8.2％）

7億6,120万円
衛生費
（9.8％）

17億4,266万円
民生費
（22.5％）

7億6,730万円
教育費
（9.9％）

4億2,993万円
商工費（5.6％）

3億1,983万円
消防費（4.1％）

8,294万円
その他（1.1％）

目的別
歳　出

325万円
災害復旧費
（0.1％）

特集 令和３年度　決算報告

特
別
会
計

特
別
会
計
の
状
況

歳
出
の
増
減
要
因

▼歳出合計

77億 3,729万円

性質別歳出
前年度比

人件費 12 億 2,515 万円 2.8%

物件費 8 億 9,540 万円 8.3%

維持補修費 2 億 8,297 万円 20.4%

扶助費 6 億 6,322 万円 32.8%

補助費等 15 億 9,381 万円 − 38.5%

公債費 6 億 6,711 万円 6.2%

積立金 7 億 3,629 万円 159.0%

投資及び
出資金・貸付金 9,586 万円 − 14.3%

繰出金 10 億 4,699 万円 1.0%

普通建設事業費 5 億 2,724 万円 − 38.3%

災害復旧事業費 325 万円 − 98.7%

合　計 77 億 3,729 万円 − 9.2%

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 9 億 120 万円 8 億 8,009 万円

後期高齢者医療 1 億 3,104 万円 1 億 2,796 万円

介護保険 17 億 8,378 万円 17 億 2,838 万円

簡易水道 1 億 3,888 万円 1 億 2,921 万円

下水道事業 7 億 2,876 万円 7 億 825 万円

農業集落排水事業 3 億 653 万円 2 億 9,542 万円

津南病院事業 13 億 1,972 万円 13 億 1,128 万円

合　計 53 億 991 万円 51 億 8,059 万円

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
独
立

採
算
が
原
則
で
す
。

　

必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般

会
計
か
ら
財
源
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の

特
別
会
計
に
は
主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起

債
償
還
分
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年

の
建
設
事
業
の
量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る

会
計
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会

計
は
、
法
律
や
制
度
改
正
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
会
計
で
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
特
別
定

額
給
付
金
事
業
が
皆
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

総
務
費
が
前
年
度
比
５
億
5
，
9
0
3
万
円

減
（
28.7
％
減
）
と
な
り
、
減
少
額
と
し
て
は
最

も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
は
現
年
災
の
発
生
が
無
か
っ

た
こ
と
か
ら
２
億
5
，
5
0
4
万
円
の
減

（
98.7
％
減
）
と
な
り
、
減
少
率
と
し
て
は
最
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
小
中
学
校
の
施
設
整

備
事
業
が
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

２
億
4
0
5
万
円
の
減
（
21.0
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
経
済
対
策
関
連
事
業
を
実
施
し

た
こ
と
に
よ
り
、
１
億
2
，
4
8
7
万
円

の
増
（
40.9
％
増
）
と
な
り
、
増
加
率
で
は
最

も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
津
南
病

院
へ
の
補
助
金
や
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
・
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
な
ど
へ

の
負
担
金
で
あ
る
補
助
費
の
割
合
が
高
く
、

15
億
9
，
3
8
1
万
円
で
、
昨
年
度
ま
で

の
特
別
定
額
給
付
金
事
業
が
皆
減
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
前
年
度
比
９
億
9
，
8
1
7
万

円
の
減
（
38.5
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

全
体
に
占
め
る
金
額
は
最
も
大
き
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
が
職
員
の
給
与
や
各
種
手

当
、
福
利
厚
生
費
な
ど
の
人
件
費
の

12
億
2
，
5
1
5
万
円
で
、
前
年
度
比
3
，

3
7
1
万
円
の
増
（
2.8
％
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。増
減
率
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
体
に
占
め
る
金
額
は
２
番
目
に
大
き
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
任
意
に
節

減
で
き
な
い
経
費
な
の
で
義
務
的
経
費
と
呼

ば
れ
、
こ
の
性
質
の
経
費
が
占
め
る
比
率
が

大
き
い
ほ
ど
財
政
構
造
が
硬
直
化
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

財
政
構
造
の
硬
直
化

　
財
源
の
う
ち
、
固
定
的
に
毎
年
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
費
用
が
増
大
し
て
し
ま
い
、
新
規
に
予
算

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。
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令和３年度
令和元年度

令和２年度

10.3% 10.6% 10.7%

令和元年度

令和２年度

令和3年度72.4%
53.3%

35.7%

財
政
健
全
化
法
施
行
以
来

17
年
連
続
黒
字
で
す

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

実
質
赤
字
比
率

危ない!!

350％以上だと

令和元年度 令和２年度 令和３年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

15％以上だと

危ない!!

令和元年度 令和２年度 令和３年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

20％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

危ない!!

25％以上だと
実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

財
政
状
況

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を

可
能
な
限
り
早
く
把
握
し
、
財
政
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
19
年
に
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
法
律
で
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ

の
基
準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

強
制
力
や
総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会

計
の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判

断
す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は

「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会

計
の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の
合

計
も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

指
標
は
「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

公
債
費
と
は
、
町
債
（
借
金
）
の

元
利
償
還
金
で
あ
り
、
一
般
会
計

の
ほ
か
簡
易
水
道
・
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
の
特
別
会
計
、
病
院

会
計
に
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
（
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
）
や
清
掃
（
津
南
地
域
衛

生
施
設
組
合
）
な
ど
一
部
事
務
組

合
の
会
計
で
も
元
利
償
還
金
が
あ

り
、
町
が
相
当
分
の
負
担
金
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と

と
ら
え
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は

「
10.7
％
」
で
あ
り
、
令
和
３
年
度

決
算
で
は
県
内
市
町
村
平
均
値

よ
り
や
や
高
い
値
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
背
負
っ

て
い
る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
指
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に

は
、
町
債
現
在
高
（
全
会
計
の
現

在
高
の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
の
借
金

の
う
ち
津
南
町
の
持
分
の
現
在
高
を
含

む
）
や
将
来
の
支
出
が
決
ま
っ
て

い
る
経
費
（
国
営
苗
場
山
麓
第
二
地

区
町
負
担
金
な
ど
）
な
ど
を
合
計
し

ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、
貯
金
で
あ

る
基
金
現
在
高
や
町
債
現
在
高
に

係
る
交
付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を

差
し
引
い
て
実
質
的
な
将
来
負
担

を
算
出
し
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
負
担
比
率
は

「
35.7
％
」
で
あ
り
、
県
内
市
町
村

平
均
値
よ
り
低
い
値
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま

す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、

こ
れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別

に
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計

で
は「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農

業
集
落
排
水
」の
特
別
会
計
と「
病

院
会
計
」
の
４
つ
の
会
計
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会

計
を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不

足
比
率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
額
（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模

に
占
め
る
割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農

業
集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
は
黒

字
の
た
め
、資
金
不
足
比
率
は「
な

し
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
病
院
会
計
」
は
、
町
か
ら
運

営
費
を
２
億
9
，
8
0
9
万
円

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
も
資
金
不
足
比
率
は「
な
し
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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特集 令和３年度　決算報告

■町民一人当たりに使われたお金は町民一人当たり
（一般会計）

項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査等に

11 億 1,493 万円
1 億 5,652 万円

5,030 万円
5,039 万円
1,638 万円

124,088 円
17,421 円 

5,598 円
5,609 円
1,823 円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
お年寄りの福祉に

6 億 3,302 万円
5 億 6,336 万円
5 億 4,628 万円

70,453 円
62,699 円
60,799 円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2 億 8,124 万円
1 億 3,846 万円

1,665 万円
3 億 2,485 万円

31,301 円
15,410 円

1,854 円
36,155 円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

9 億 4,189 万円
3,171 万円

104,829 円
3,529 円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

3 億 2,811 万円
1 億 182 万円

36,518 円
11,332 円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

1 億 2,815 万円
2 億 3,648 万円

63 万円
2 億 5,052 万円

1,817 万円

14,262 円
26,319 円

70 円
27,882 円

2,023 円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

1 億 514 万円
1 億 7,192 万円
1 億 237 万円
3 億 2,300 万円

6,487 万円

11,701 円
19,134 円
11,394 円
35,948 円

7,220 円

議　会　費 議会活動に 8,269 万円 9,203 円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 25 万円 28円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3 億 1,983 万円 35,596 円

災害復旧費 災害の復旧に 325 万円 361 円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 6 億 3,411 万円 70,575 円

※令和4年3月31日現在の
　人口8,985人で換算 86万1,134円
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13億7,395万円
十日町市
（78.0％）

2億9,855万円
津南町
（16.9％）

3,370万円 組合債（1.9％）

214万円 県支出金（0.1％）

16 億 7,250 万円　
分担
金・

負
担
金
（
94
.9
％
）歳入

17億6,192
万円

5万円 寄附金（0.1％未満）
4,859万円 繰越金（2.8％） 330万円 諸収入（0.1％）

131万円
使用料・手数料
（0.1％）

33万円 財産収入（0.1％未満）

10億3,609万円
常備消防費
（59.8％）1億7,760万円

非常備消防費
（10.3％）5,268万円

消防施設費
（3.0％）

47万円　議会費（0.1％未満）

4億4,039万円
公債費
（25.4％）

2,572万円　総務費（1.5％）

12 億 6,637 万円
　消
防

費
（
73
.1
％
）

歳出
17億3,295
万円

財
産
の
状
況

町
債
（
借
金
）
の
状
況

消
防
業
務
な
ど

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,988,424㎡ 0.0%
建　　　物 129,045㎡ -0.6%
山
林

面　積 2,041,755㎡ 0.0%
立　木 16,396㎥ 0.0%

物権（温泉権） 6 件 -14.3%
有　価　証　券 5,985 万円 -35.5%
貸　付　金 2 億 4,710 万円 -4.0%

出資による権利 1 億 8,902 万円 0.0%

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0%
山林立木 26,410㎥ 0.0%
預　　金 27 億 5,001 万円 24.5%

備　　　品 車両・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 65 億 3,177 万円 -3.0%

簡易水道特別会計 4 億 6,518 万円 -3.4%
下水道事業特別会計 24 億 2,398 万円 -1.8%

農業集落排水事業特別会計 14 億 2,712 万円 -11.3%
津南病院事業会計 4,317 万円 -17.5%

合　　　　　　　計 108 億 9,122 万円 -4.0%

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

一般会計

家畜指導診療所特別会計

歳入 歳出 繰越金
5,176 4,361 815

（単位：万円）

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
・
保
育
園
な
ど
土
地
・
建
物
の

不
動
産
の
ほ
か
、
山
林
の
立
木
、

町
内
６
箇
所
の
温
泉
権
、
株
券
な

ど
の
有
価
証
券
や
貸
付
金
・
出
資

金
な
ど
に
よ
る
権
利
、
貯
金
で
あ

る
基
金
、
車
両
や
事
務
機
器
な
ど

の
備
品
が
あ
り
ま
す
。

　

基
金
に
は
預
金
と
中
沢
山
の
山

林
が
あ
り
ま
す
。
預
金
で
あ
る
基

金
は
、
事
業
の
目
的
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
21
種
類
の
基
金
が

あ
り
ま
す
。

　

町
債
と
は
、
町
が
事
業
を
行
う
と
き
に
、
歳
入
不

足
を
補
う
た
め
借
り
入
れ
る
長
期
間
の
借
金
で
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
の

た
め
の
借
金
が
95
％
、
過
疎
対
策
の
た
め
の
借
金
が

70
％
、
下
水
道
整
備
の
た
め
の
借
金
が
50
％
な
ど
と

種
類
に
よ
り
率
は
異
な
り
ま
す
が
、
後
年
度
に
地
方

交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
全
会
計
の
令
和
３
年
度
末
町
債
残
高
は

1
0
8
億
9
，
1
2
2
万
円
で
、
前
年
度
比

４
億
5
，
4
5
2
万
円
の
減
（
4.0
%
減
）
と
な
り
、

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
1
2
1
万
円

に
な
り
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出

し
合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療

所
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一

部
事
務
組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら

支
出
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
財
政
調
整
基
金
へ

２
億
9
，
1
0
6
万
円
の
積
立
て
な
ど

に
よ
り
基
金
総
額
で
前
年
比
５
億
4
，

0
8
9
万
円
増
の
27
億
5
，
0
0
1
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
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歳 入
3億1,835万円

  組合費 59
.24

％（
1億
8,
85
8万

円
）

十日町市
877万円（2.75％）

栄村
3,333万円
（10.48％）

使用料
及び手数料
（8.47％）

栄村
（4.30％）津南町

（8.89％）

繰入金
1,845万円
（5.79％）

繰越金
3,184万円
（10.00％）

組合債
4,200万円
（13.19％）

諸収入
1,051万円
（3.30％）

使用料
1,784万円
（5.61％）

手数料
 912万円
（2.86％）

財産収入
3万円（0.01％）

津南町
1億4,649万円
（46.1％）

歳 出
2億9,082万円衛

生
費

 88 .54％（2億
5,7

48
万
円
）

塵芥処理費
1億1,714万円
（40.28％）

じんかい

し尿処理費
1億214万円
（35.12％）

議会費
19万円（0.06％）

斎場費
1,820万円
（6.26％）

総務費
3,315万円
（11.40％）

最終処分場費
1,605万円（5.52％）

清掃総務費
395万円
（1.36％）

＝ 1.5t

ゴミ袋

普通乗用車に
例えると…

約2,675台分約2,675台分

特集 令和３年度　決算報告

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

［年間利用実績］

斎　　場　277件（内：津南町180件）前年度比2.6％増
	 　※火葬１件当たりの経費：75,360円（工事請負費を除く）

ごみ処理　ごみ搬入量：4,013トン（内：津南町3,493トン）前年度比0.8％増

燃えるごみ 3,305トン 埋立ごみ 65トン
金属ごみ 136トン 古紙 326トン
空びん 111トン ペットボトル 22トン空　缶 48トン 白色トレイ

	 　※ごみ１トン当たりの処理経費：35,850円（工事請負費を除く）

し尿処理　総搬入量：3,280㎘（内：津南町2,036㎘）前年度比1.1％増
	 　※１㎘当たりの経費：18,600円（工事請負費を除く）

Q：衛生施設組合で処理される年間のごみの量ってどれくらい？

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松
之

山
町
の
区
域
）・
長
野
県
栄
村
の
３
市
町
村
で

構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処

理
を
行
っ
て
い
る
「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
」
の
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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1
4
5
日
と
い
う
長
丁
場
で
始
ま
っ
た
大
地
の
芸
術
祭
会
期
も
あ
と
わ
ず
か
。

今
回
津
南
に
は
素
晴
ら
し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
で
き
、
大
勢
の
お
客
様
が
来
ま
し

た
。
地
元
の
人
々
が
芸
術
祭
と
関
わ
る
こ
と
で
ど
ん
な
思
い
出
が
生
ま
れ
、
ど
ん

な
景
色
が
み
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

芸
術
祭
に
関
わ
る
き
っ
か
け
は
知
人
に
誘
わ
れ
た
か
ら
で
す
。
最
初
の
頃

は
暇
だ
か
ら
行
こ
う
か
な
、
く
ら
い
の
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、
参
加
し

て
い
る
と
作
家
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
や
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
り
楽

し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
が
製
作
に
携
わ
っ
た
作
品
を
見
て
、
喜
ん
で
い
る
人
が
い
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
！
楽
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
会
期
前
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
の

打
合
せ
・
製
作
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
迎
え
ま
し
た
。
い
つ
も
通
り
の
お
も
て

な
し
が
出
来
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客
様
に
接
す
る
喜
び
を
感
じ
、
本
当

に
自
分
達
も
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
帰
り
際
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け

て
下
さ
る
お
客
様
の
笑
顔
と
一
生
懸
命
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
と
の
会
話
に
表
れ
て

い
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
訪
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
お
客
様
か
ら
地
域
の
良
さ

を
情
報
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
都
会
の
人
た
ち
及
び
世
界
の
芸
術
家
た
ち
と
地
域
の
つ
な
が

り
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
芸
術
と
触
れ
合
え
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
協
議
会
は
受
付
と
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
舞
台
設
営
や
上
演
時
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
廃
材
水
族
館
」（
竜
神
の
館
）
と
「
農
具
は
楽
器
だ
！
」（
津
南
中
等
）
の

作
品
制
作
に
携
わ
り
ま
し
た
。
津
南
中
等
に
通
っ
て
い
た
時
に
は
気
付
け
な

か
っ
た
津
南
の
魅
力
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

大
発
見
の
中
で
作
品
の
完
成
や
運
営
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
何
に
も
代
え
が
た
い
体
験
で
し

た
。
津
南
の
壮
大
な
大
地
と
ア
ー
ト
が
起
こ
す
化
学
反
応
に
今
後
も
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　

今
年
の
芸
術
祭
で
は
、
初
め
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
外
を
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん
の
か
た
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
作
品
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
い
る
様
子
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
客
さ
ん
か
ら
作
品
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
、
私
自
身
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
短
い
時
間
で
し
た
が
貴
重
な
経
験

で
し
た
。
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
！

見るだけじゃない！
関わることで見えてきたこと

11
月
13
日
日

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有 

2022 

フ
ィ
ナ
ー
レ

▼
つ
な
ん
ア
ー
ト
も
り
あ
げ
隊
　
清
水 

将ま
さ

文ふ
み 

さ
ん

▼
上
郷
地
区
振
興
協
議
会
　
森
口 

敬け
い

造ぞ
う 

さ
ん

▼
越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構
　
長
津 

晴は
る

菜な 

さ
ん

　
「
こ
ん
な
貴
重
な
経
験
は
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
」
と
思
い
、
娘
は
演
劇
に
参
加
し
ま
し
た
。
約
２
ヶ
月
間
、
演
出
家
の

越
智
さ
ん
ご
指
導
の
も
と
、
15
人
の
子
供
達
は
楽
し
く
練
習
に
励
み
、
本
番

は
沢
山
の
お
客
様
に
見
て
い
た
だ
き
、大
き
な
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

『
雪
国
一
座
』
の
メ
ン
バ
ー
と
は
今
で
も
仲
良
し
で
、
こ
の
演
劇
を
き
っ
か

け
に
、
学
校
や
学
年
を
越
え
た
仲
間
が
で
き
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

▼
雪
国
一
座
参
加
児
童
保
護
者

　
　
　
　

　 

江
村 
あ
ゆ
み 

さ
ん

▼
作
品
受
付
　
涌
井 

愛あ
い

寧ね 

さ
ん
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旧
大
赤
沢
分
校
で
は
、
４
点
の
新
作
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
「
秋
山
郷
生
活
芸
術
再
生
館
」
で
は
、
秋
山
郷
の
マ
タ
ギ
の

記
録
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
会
場
で
大
赤
沢
の
元
マ
タ
ギ　

藤
ノ
木

幸
博
さ
ん
（
85
）
は
来
訪
者
に
マ
タ
ギ
の
暮
ら
し
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

―
マ
タ
ギ
は
い
つ
頃
し
て
い
ま
し
た
か
？

　

20
歳
か
ら
42
歳
ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
昔

は
食
べ
て
い
け
る
だ
け
の
稼
ぎ
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
次
第
に
収
益
も
減
っ
て
き
て
、
子
育
て

に
金
が
か
か
る
頃
に
は
冬
は
出
稼
ぎ
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

―
ど
ん
な
猟
生
活
で
し
た
か
？

　

熊
で
す
と
毎
年
１
頭
ぐ
ら
い
。
１
年
で
５
頭

と
っ
た
年
も
あ
る
し
、
４
～
５
年
全
く
捕
れ
な

い
年
も
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
監
察
が
あ
れ
ば

日
本
中
で
猟
が
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は

新
潟
県
内
の
み
で
し
か
猟
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

―
大
赤
沢
で
作
品
が
置
か
れ
る
こ
と
を
ど
う
思

い
ま
し
た
か
？

　

嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、
最
初
は
コ
ロ
ナ
の
こ

と
も
あ
り
戸
惑
い
ま
し
た
。

―
来
訪
者
は
ど
ん
な
様
子
で
す
か
？

　

若
い
人
は
一
通
り
見
て
ス
ッ
と
帰
ら
れ
る
人

も
い
ま
す
が
、
私
に
声
を
か
け
て
く
る
か
た
も

い
ま
す
。
50
歳
以
上
の
年
配
の
か
た
の
多
く
は

熱
心
に
見
学
さ
れ
て
い
か
れ
ま
す
。
猟
で
群
馬

に
い
っ
た
話
を
し
た
ら
、
そ
の
か
た
は
群
馬
県

の
四
万
の
か
た
で
し
た
。
青
森
の
か
た
も
来
ま

し
た
。

―
ど
ん
な
解
説
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

最
初
よ
り
は
慣
れ
て
、
よ
く
声
を
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
飾
っ
て
あ
る
も
の
の

中
に
は
自
分
よ
り
古
い
道
具
も
あ
り
、「
わ
だ

ら
」
な
ど
は
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
使
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
も
勉
強
し
て
い

ま
す
。

―
案
内
を
し
て
感
じ
た
こ
と
は
？

　
「
観
光
の
力
」
を
う
す
う
す
判
っ
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
が
な
け
れ
ば
誰
も
こ
こ
に
は
来
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
ま
ま
消
滅
す
る
の
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

元
マ
タ
ギ
と
し
て
大
赤
沢
小
で
ガ
イ
ド
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
ノ
木 

幸ゆ
き

博ひ
ろ 

さ
ん

芸術祭
私
その６

と

●
秋
山
生
活
芸
術
再
生
館

　

開
館
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
仮
）

　

秋
山
郷
に
30
年
通
い
続
け
、
独
自
の
視
点

で
狩
猟
文
化
研
究
し
て
い
る
田
口
洋
美
東
北

芸
術
工
科
大
学
教
授
の
基
調
講
演
と
、
マ
タ

ギ
の
人
達
や
深
沢
孝
史
さ
ん
な
ど
を
交
え
た

ト
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

〈
開
催
日
〉　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〈
場　

所
〉　

旧
大
赤
沢
小
学
校
体
育
館

　

私
は
旧
大
赤
沢
小
学
校
の
受
付
業
務

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
秋
山
郷
の

山
道
を
の
ぼ
っ
て
鑑
賞
し
た
お
客
様
が

た
は
、「
怖
か
っ
た
け
れ
ど
こ
こ
ま
で

来
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」
と
口
を
揃

え
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
マ
タ
ギ
の
展
示
は
、
元
マ
タ
ギ

で
あ
る
幸
博
さ
ん
の
話
と
併
せ
て
、
大

変
お
も
し
ろ
か
っ
た
、
興
味
深
か
っ
た

と
の
お
声
が
。
私
ま
で
誇
ら
し
い
気
持

ち
に
な
り
、
人
と
文
化
を
繋
ぐ
い
い
祭

典
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  inform
ation

▼
津
南
中
等
教
育
学
校

▼
津
南
中
等
教
育
学
校
６
年
６
年

　
　
大
渕

　
　
大
渕  

　　
凛凛り
ん
り
ん  

さ
ん
さ
ん

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
芸
術
祭
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
制
作
す
る
側
に
回
れ
る
こ
と
が

面
白
そ
う
と
思
い
制
作
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

作
家
さ
ん
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
作
曲

な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
は
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
は
作
品
の
動
き

を
制
御
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
り
、

テ
ィ
ザ
ー
広
告
を
作
っ
た
り
し
た
の
で
す

が
、
自
分
の
知
ら
な
い
人
か
ら
も
反
応
を

も
ら
え
る
の
は
新
鮮
で
感
動
で
し
た
。
今

回
を
機
に
自
分
の
将
来
設
計
が
変
わ
っ
た

ほ
ど
の
体
験
で
、
大
学
で
は
最
新
技
術
を

使
っ
た
ア
ー
ト
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
長
井

　
　
長
井  

惇惇あ
つ
あ
つ

子子ここ  

さ
ん
さ
ん
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まちなかオープンスペースオープン情報

青葉流の有志のみなさんからお花をいただきました！

書架（本棚）をぜひご利用ください！

　青葉流の有志のみなさんがまちなかＯＳの
オープンを記念して、お花を活けてください
ました。壁紙の白に映えるお花の数々。やっ
ぱりお花のある空間って素敵ですよね。

〈使用料〉 500円／月

置いてある本は自由に
無料で読むことができます。

そこは自由に使える空間です。
読んでもらいたい本を置いてみたり、
自分の趣味の世界を表現したり。
企業の PR ブースとしても使えます。

ただし、食べ物等の衛生管理が難しいものに
ついては展示をご遠慮ください。

■お問い合わせ・お申込み先
・まちなかオープンスペース　℡ 080-3534-1296（火曜・水曜を除く毎日 午前 10 時～午後７時 30 分）
・観光地域づくり課　　　　　℡ 025-765-5454　（月～金曜 午前８時 30 分～午後５時 15 分）

◆普段のお稽古では花屋さんで花を買ってき
て練習するそうです。今回はオープンにあ
わせ、津南で育てているお花を持ち寄って
素敵に活けてくださいました。

だんだん ニュースレターニュースレター

1

2
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申
請
方
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
加
え
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
県
内
飲
食
店
等
を
支
援
し
、
外
食
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と
で
農
林
水
産
物
の
消
費

拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
10
月
20
日
㈭
か
ら
「
に
い
が
た
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｅ
ａ
ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

１
、
販
売
価
格

　

１
冊
１
０
，
０
０
０
円

　
（
１
冊
：
額
面
５
０
０
円
×
24
枚

　
　
　
　
　
　
　

＝
１
２
，
０
０
０
円
分
）

２
、
購
入
方
法

　

販
売
窓
口
で
の
現
金
購
入

３
、
販
売
期
間

⑴
先
行
販
売
期
間

　

10
月
20
日
㈭
か
ら
10
月
26
日
㈬

※
１
回
３
冊
ま
で
購
入
可
能

※
先
行
販
売
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
有

者
、
申
請
中
の
者
限
定
と
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
は
下

記
を
確
認
く
だ
さ
い
。

⑵
一
般
販
売

　

10
月
27
日
㈭
か
ら
12
月
30
日
㈮

※
１
回
２
冊
ま
で
購
入
可
能

１
、
対
象
事
業
者

⑴
飲
食
店
（
に
い
が
た
安
心
な
お
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
認
証
店
）

⑵
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
専
門
店
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
感
染
対
策
を
実
施
し
て
い

る
事
業
者
）

⑶
タ
ク
シ
ー
・
運
転
代
行
業
者
（
⑵
と
同
様
）

２
、
募
集
期
間

　

９
月
22
日
㈭
か
ら
12
月
28
日
㈬

３
、
申
請
方
法

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
に
郵
送
で
必
要
書

類
を
提
出

　

〒
９
５
０
‐
０
０
８
７

　

新
潟
市
中
央
区
東
大
通
１
‐
２
‐
23

　

北
陸
ビ
ル
９
階
に
い
が
た
Ｇ
ｏ	

Ｔ
ｏ　

　

Ｅ
ａ
ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
宛

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
上
記
の
公
式
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

１
、
開
設
期
間

　

令
和
４
年
９
月
22
日
㈭
か
ら
10
月
31
日
㈪

ま
で
は
土
日
祝
日
を
含
む
全
日
程

　

令
和
４
年
11
月
１
日
㈫
か
ら
令
和
５
年
３

月
24
日
㈮
ま
で
は
平
日
の
み（
年
末
年
始
は
除
く
）

２
、
対
応
時
間

　

午
前
９
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

３
、
電
話
番
号

　

℡
０
２
５
‐
２
８
２
‐
７
５
０
１

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
請
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.

k
o
jin
b
an
g
o
-

ca
rd
.g
o
.jp
/

kofushinse/

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８

津
南
町
役
場
税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要

登
録
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

４
、
販
売
窓
口

　

県
内
郵
便
局

５
、
利
用
期
間

　

令
和
４
年
10
月
20
日
㈭
か
ら

　

令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま
で

６
、
利
用
可
能
店
舗

　

に
い
が
た
Ｇ
ｏ	

Ｔ
ｏ	
Ｅ
ａ
ｔ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
事
業
者（
飲
食
店
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・

デ
リ
バ
リ
ー
専
門
店
、
タ
ク
シ
ー
・
運
転
代
行
業
者
）

※
詳
細
は
ご
利
用
店
舗
に
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.niigata-gotoeat-cp.com

/

に
い
が
た
Ｇ
ｏ

に
い
が
た
Ｇ
ｏ  

Ｔ
ｏ
Ｔ
ｏ  

Ｅ
ａ
ｔ

Ｅ
ａ
ｔ

     
     

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
がが

        
        

始
ま
り
ま
す
！

始
ま
り
ま
す
！

マイナンバーカード
総合サイト QR コード

公式サイト
QR コード

お
得
!!
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要
援
護
世
帯
の

除
雪
に
対
す
る
援
助

く
ら
し

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
身

体
障
害
者
の
か
た
に
対
し
て
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
玄
関
先
（
避
難
路
）
の
除
雪
費
、
融

雪
屋
根
の
灯
油
代
を
援
助
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
援
助
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

②
世
帯
主
が
身
体
障
害
１
～
４
級
の
世
帯

③
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

④
そ
の
ほ
か
要
援
護
に
準
ず
る
世
帯

【
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。】

①
生
活
保
護
世
帯

②
町
民
税
課
税
世
帯

③
世
帯
員
の
ど
な
た
か
が
、
世
帯
外
の
か

た
の
税
法
上
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い

る
世
帯

④
親
戚
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
る
世
帯
（
子

や
孫
の
協
力
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

11
月
８
日
㈫
か
ら
町
営
水
道
及
び
下
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な
検

針
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

11
月
８
日
㈫
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
輸
血
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、
献
血

可
能
人
口
が
減
少
し
、
輸
血
用
血
液
の
不
足

が
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
保
存
の

で
き
な
い
血
液
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
継
続
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
に
際
し
て
は
、
感
染
症
対
策
を
十
分

と
り
な
が
ら
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
バ
ス
（
全
血
献
血
）

11
月
16
日
㈬

・
㈱
高
橋
工
務
所　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
津
南
町
役
場　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

⑤
現
に
居
住
し
て
い
な
い
住
居

■
援
助
内
容

　

除
雪
利
用
券
の
配
布
ま
た
は
融
雪
屋
根
用

の
灯
油
代
補
助
を
行
い
ま
す
。（
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
助
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

■
申
請
方
法

　

各
地
区
担
当
民
生
委
員
が
ご
自
宅
を
訪
問

し
、世
帯
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
の
で
、

民
生
委
員
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

11
月
４
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

相
　
談

募
　
集

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

　

日
常
に
混
乱
や
不
安
の
あ
る
か
た
、
眠
れ

な
い
等
の
状
態
が
あ
る
か
た
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。希
望
の
か
た
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
９
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

■
場
所　

役
場
３
階　

大
会
議
室

■
相
談
医
師　

柏
崎
厚
生
病
院　

松
田
院
長

■
申
込
締
切　

11
月
２
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

〒
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
令
和
５
年

４
月
に
採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報

ふ
く
し
か
つ
ど
う
10
月
５
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
社
会
福
祉

　

協
議
会

　

℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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令
和
５
年
度 

津
南
町
職
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
町
に
は
移
住
専
属
の
職
員
が
お

ら
ず
、
暮
ら
し
に
関
す
る
細
や
か
な
情
報
提

供
や
移
住
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談
体
制
が
充

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
課

題
か
ら
こ
の
度
町
で
は
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

と
し
、
集
落
や
事
業
者
な
ど
多
様
な
関
係
者

と
連
携
し
、
町
ぐ
る
み
で
移
住
者
を
呼
び
込

む
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
照て

る

井い

麻あ
さ

美み

と
申
し
ま
す
。

　

移
住
か
ら
３
年
が
経
ち
、
雪
と
の
生
活
に

も
慣
れ
、
改
め
て
津
南
町
の
良
さ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

大
好
き
な
津
南
町
の
た
め
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
や
自
身
の

移
住
し
た
経
験
を
活
か
し
、
地
域
や
集
落
に

あ
っ
た
移
住
の
形
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

■
業
務
内
容
に
つ
い
て

①
相
談
業
務

　

移
住
希
望
者
か
ら
受
け
入
れ
地
域
や
団

体
、
事
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

付
け
定
住
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

②
情
報
発
信

　

移
住
に
関
す
る
取
り
組
み
や
情
報
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
積
極
的

に
発
信
し
て
い
く
。

③
地
域
の
体
制
づ
く
り

　

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
移
住
者
受
け
入
れ

の
形
を
一
緒
に
考
え
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

照て
る

井い

麻あ
さ

美み

、
千
葉
県
市
川
市
出
身
（
33
）

　

日
本
大
学
文
理
学
部
物
理
生
命
シ
ス
テ

ム
科
学
科
卒
業
後
、
東
京
都
内
で
研
究
・
実

験
用
理
化
学
品
販
売
会
社
に
就
職
。
９
年
間

の
営
業
職
を
経
て
、
令
和
元
年
９
月
に
東
京

都
清
瀬
市
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
移
住
。

　

３
年
間
の
協
力
隊
活
動
を
終
え
、
夫
婦
で

津
南
町
へ
の
定
住
を
決
め
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

設
置
致
し
ま
し
た

の

と
り
く
み

移住
コーディネーター

照
てる

井
い

　麻
あさ

美
み

　

令
和
５
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
資
格
免
許
職
（
再
募
集
）】

１
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

⑴
診
療
放
射
線
技
師	

１
名
程
度

２
、
受
験
資
格

⑴
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
診

療
放
射
線
技
師
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま

た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格

取
得
見
込
み
の
者

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３
、
試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
面
接
試
験

①
対
象
者　

　

診
療
放
射
線
技
師
の
受
験
申
込
者

②
期
日
等　

　

11
月
下
旬
に
町
立
津
南
病
院
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

４
、
受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

令
和
４
年
10
月
21
日
㈮
か
ら

令
和
４
年
11
月
18
日
㈮
ま
で

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
11
月
18
日
必
着
分

　
　
　

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

㊟
２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、土
・

日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）
受

け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５
、
受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２　

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼

り
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）
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５
年
生
存
率

100.0%

80.0%

60.0%

40.0%

20.0%

0.0%
早期
（Ⅰ）

胃がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん大腸がん

進行後
（Ⅳ）

早期
（Ⅰ）

進行後
（Ⅳ）

早期
（Ⅰ）

進行後
（Ⅳ）

早期
（Ⅰ）

進行後
（Ⅳ）

早期
（Ⅰ）

進行後
（Ⅳ）

早期
（Ⅰ）

進行後
（Ⅳ）

98.7% 97.8% 100% 93.6%99.7%

6.2% 7.3%
20.2% 27.9% 26.5%

38.8%

85.6%

い
つ
も
の
暮
ら
し
に
、

　
　
　
　
が
ん
検
診
を
。

～
受
診
で
早
期
発
見
！
～

◇
国
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に

な
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
平
成
28
年
～
令
和
２
年
の
過
去
５
年

間
に
お
け
る
津
南
町
の
死
因
順
位
で

も
、
が
ん
は
死
因
の
第
１
位
で
、
全

体
の
1/4
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。（
新

潟
県
保
健
福
祉
年
報
よ
り
）

◇
初
期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
進
行

し
て
い
き
ま
す
。

◇
が
ん
検
診
で
は
、
初
期
段
階
の
が
ん

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
へ
の
負

担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
が
ん
検
診
は
、
少
な
い
自
己
負
担
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
人
は
コ
ロ
ナ

禍
前
と
比
較
し
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
医
療
機
関
・
検
診
会
場
で
は
、

換
気
や
消
毒
で
し
っ
か
り
と
感
染
予

防
対
策
を
し
て
い
る
の
で
、
安
心
し

て
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る

　

こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

が
ん
検
診
は
、
種
類
に
よ
っ
て
対
象
年

齢
、
受
診
間
隔
、
検
診
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

（
左
記
図
参
照
）
対
象
年
齢
に
到
達
し
て
い
る

人
は
、
適
切
な
受
診
間
隔
で
検
診
を
受
け
、

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

◇
早
期
発
見
は
、
進
行
後
の
発
見

　

よ
り
も
生
存
率
が
高
い
！

　

が
ん
の
進
行
度
は
、
ス
テ
ー
ジ
（
病
期
）

０
～
Ⅳ
の
５
段
階
に
分
類
さ
れ
、
数
字
が
大

き
い
ほ
ど
進
行
し
た
が
ん
に
な
り
ま
す
。
各

が
ん
の
５
年
生
存
率
を
比
較
す
る
と
、
初
期

段
階
（
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
）
で
発
見
さ
れ
る
方
が
、

進
行
後
（
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
）
に
発
見
さ
れ
る
よ
り

も
、
５
年
生
存
率
が
高
く
、
早
期
発
見
が
大

切
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。（
左
図
グ
ラ

フ
参
照
）

参考：厚生労働省「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための方針（令和3年10月一部改正）

出典：がんの統計2022　全国がんセンター協議会加盟施設における５年生存率（2011～2013年診断例）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

11
月
健（
検
）診
の
ご
案
内

　

町
の
健
（
検
）
診
を
お
申
し
込
み
で
、

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
か
た
へ
、
福

祉
保
健
課
か
ら
案
内
文
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
町
の
健
（
検
）
診
も
残
す
と

こ
ろ
11
月
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

受
診
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
忘
れ
ず
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
か

た
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

左
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
健
康
診
査
及
び
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

　

肺
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診　

・
日
時

　

11
月
11
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

　

11
月
12
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時
30
分

・
会
場　

町
総
合
セ
ン
タ
ー

○
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

・
日
時

　

11
月
19
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

・
会
場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

がん検診は
いつ

受けるの？

がん検診って
どんなもの？

今月は
滝沢 琴音

保健師
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災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

 
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と

　

令
和
３
年
５
月
に
、
内
閣
府
・
消
防
庁
に
よ
る
避
難
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定

さ
れ
、
風
水
害
に
関
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
避
難
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。「
避
難

勧
告
」
が
廃
止
と
な
り
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」
で
危
険
な
場
所
に
い
る
全
員
が
必
ず

避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ち
早
い
避
難
や
家
族
等
の
安
否
確
認
、
備
蓄
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
普
段
か
ら
で
き
る
備
え
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

１
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
か
た
、

　
　

 

妊
産
婦
や
乳
幼
児
は
、

　
　

 

警
戒
レ
ベ
ル
３
高
齢
者
等

　
　

 

避
難
で
避
難
し
ま
し
ょ
う

 
２
、
避
難
場
所
・
避
難
所
の
確
認

 

４
、
非
常
用
持
ち
出
し
バ
ッ
グ
を

　
　

 

準
備
！

 

５
、
は
じ
め
よ
う

　
　

 

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

 

６
、
や
り
ま
す
！ 

町
の
防
災
訓
練

 

３
、
活
用
し
よ
う

　
　

 

新
潟
県
防
災
ナ
ビ

○
警
戒
レ
ベ
ル
３
は
、
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
状
況
で
す
。
浸
水
や
土
砂
災

害
な
ど
、
災
害
リ
ス
ク
の
あ
る
区
域
の
高

齢
者
等
が
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
す
る
べ

き
状
況
で
、
市
区
町
村
か
ら
必
要
な
地
域

住
民
に
対
し
、
発
令
さ
れ
ま
す
。

○
避
難
に
時
間
の
か
か
る
高
齢
者
等
は
こ
の

時
点
で
避
難
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が

発
生
す
る
前

に
避
難
場
所

等
へ
避
難
す

る
時
間
を
確

保
で
き
ま
す
。

○
自
宅
の
近
く
の
避
難
場
所
・
避
難
所
を
把

握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ど
の
時
間
に
災

害
が
起
き
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
学

校
や
職
場
の
近
く
の
避
難
場
所
も
確
認

し
、
緊
急
時
の
家
族
の
行
動
を
共
有
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
災
害
発
生
時
に
持
ち
出
す
必
要
最
低
限
の

物
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
早
く
避
難
行
動

に
移
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
家
族

の
年
齢
や
健
康
状
態
に
応
じ
て
、
ミ
ル
ク

や
お
む
つ
、
処
方
薬
等
追
加
が
必
要
な
物

も
あ
り
ま
す
。
時
々
、
バ
ッ
グ
の
中
身
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□ 

ト
イ
レ
用
品

　

 （
携
帯
ト
イ
レ
、
ご
み
袋
等
）

□ 

衛
生
用
品
（
マ
ス
ク
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
歯
ブ
ラ
シ
等
）

□ 

救
急
用
品
（
ば
ん
そ
う
こ
う
、
消
毒
薬
、

ガ
ー
ゼ
、
体
温
計
等
）

□ 

懐
中
電
灯

□ 

携
帯
ラ
ジ
オ

□ 

充
電
器
、
乾
電
池

□ 

現
金
（
公
衆
電
話
用
に
10
円
を
多
め
に
）

□ 

通
帳
や
証
書
の
コ
ピ
ー

□ 

使
い
捨
て
カ
イ
ロ

□ 
水
（
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
数
本
）

□ 
非
常
食
（
調
理
の
必
要
の
な
い
物
）

□ 

常
用
し
て
い
る
薬

○
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
通
常
時
か

ら
保
存
で
き
る
食
品
を
多
め
に
買
い
置
き

し
、
賞
味
期
限
が
切
れ
る
前
に
古
い
物
か

ら
消
費
し
、
消
費
し
た
分
だ
け
買
い
足
す

と
い
う
食
品
備
蓄
の
方
法
で
す
。
飲
料
水

と
食
料
と
も
に
最
低
３
日
分
の
用
意
が
で

き
る
と
安
心
で
す
。

　

災
害
時
に
備
え
た

　

食
品
ス
ト
ッ
ク
ガ
イ
ド

　
（
平
成
31
年
３
月  

農
林
水
産
省
）

　

町
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
日
常
か
ら
災
害

が
発
生
し
た
時
に
お
け
る
自
助
（
自
分
や
家

族
の
身
を
守
る
こ
と
）
や
共
助
（
地
域
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
周
囲
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
助
け
合

う
こ
と
）
を
考
え
、
災
害
に
対
し
て
十
分
な

備
え
が
で
き
る
よ
う
意
識
と
知
識
の
向
上
を

図
る
機
会
と
し
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
20
日
㈰
に
、
津
南

中
等
教
育
学
校
体
育
館
を
会
場
に
訓
練
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

○
新
潟
県
公
式
ア
プ
リ

「
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
」

で
は
地
域
ご
と
の
災

害
危
険
度
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

AndroidiOS

新潟県防災ナビ

今月は
星名由紀子

保健師
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津南病院津南病院 い ろ い ろ 発見!発見!

　今回はチーム医療を支える「薬剤科」についてご紹介します。
　当院には薬剤師が 3 名おり、全員が病棟専任薬剤師として入院患者さんに良質で安全な
医療の提供を心掛けています。
　薬剤科では、患者さんのために医師や看護師をはじめとする各医療スタッフと協力して、
治療・回復に努めるチーム医療を展開しながら、より安全で効果的な薬物療法を提供して
います。病棟では回診やカンファレンスに参加し、患者さんの治療に貢献しています。また、
栄養サポート、緩和ケア、感染制御、糖尿病、医療安全など様々なチームに薬剤師が参画
しており、薬剤科全体でチーム医療に取り組み、薬のプロとして病院の中の様々な場面で
活躍しています。

【薬剤師参加】
医療安全管理委員会、リスクマネジメント部会、院内感染対策委員会、NST・褥瘡合同会議、
認知症ケアチーム、糖尿病透析予防チーム会、感染防止対策チーム等

　お薬のことでお困りのことがあれば、いつでもお声がけください。

チーム医療を支える薬剤科

院長　林  裕 作

▶︎次回は、「感染対策」について紹介します。

第４回

病棟でのカンファレンスの様子
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森 瑞絵

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。三
箇
地
区
担
当
の
森
で

す
。黄
金
色
に
染
ま
っ
た
稲
が
刈
り
取
ら

れ
る
と
、今
度
は
山
々
が
色
付
き
始
め
て

き
ま
し
た
ね
。自
然
と
目
線
も
上
へ
、遠
く

へ
、と
視
界
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
普
段
、旧
三
箇
小
学
校
を
拠
点
と

し
て
い
る
の
で
す
が
、夕
方
に
な
る
と
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
へ
遊
び
に
や
っ
て

き
ま
す
。窓
を
コ
ン
コ
ン
と
叩
く
音
が
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
の
手
を
止
め
振
り
返
る
と
誰
も

い
な
い
。ま
た
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
と
コ
ン

コ
ン
コ
ン
。振
り
返
っ
て
、今
度
は
そ
の
ま

ま
待
っ
て
い
る
と
窓
の
下
か
ら
に
や
～
っ
と

笑
っ
た
子
ど
も
が
ひ
ょ
っ
こ
り
出
て
き
ま
す
。

私
に
み
つ
か
る
と〝
バ
レ
た
！
〟と
い
う
顔

を
し
な
が
ら「
あ
の
ね
、今
日
学
校
で
ね
～

…
」と
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
し
て
く
れ

ま
す
。

　

今
日
も
、窓
際
に
4
人
の
子
ど
も
が
並

ん
で
楽
し
そ

う
に
お
し
ゃ

べ
り
。一
人

の
子
が
、「
紙

コ
ッ
プ
あ

る
？
」
と
聞

く
の
で
渡
し

て
あ
げ
る
と
、

自
分
の
持
っ

て
い
た
三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
を
5
等
分
し
て

み
ん
な
へ
、そ
し
て
私
に
ま
で
分
け
て
く
れ

ま
す
。年
下
の
子
は
ご
く
ご
く
飲
ん
で「
美

味
し
い
～
っ
！
」と
満
面
の
笑
み
。ま
た
別

の
子
が
お
菓
子
を
差
し
出
し
て「
沢
山
食

べ
て
い
い
よ
！
」と
ま
る
で
地
域
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
セ
リ
フ

ま
で
。子
ど
も
っ
て
こ
ん
な
に
太
っ
腹
だ
っ

た
っ
け
、と
つ
い
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ

に
し
て
も
、三
箇
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
ん
な

や
り
と
り
を
見
て
い
る
と
、本
当
に
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
す
。取
り
合
い
で
は
な
く
分
け

合
う
心
持
ち
。彼
ら
は
み
ん
な
で
共
有
し

た
方
が
、楽
し
い
、お
い
し
い
、嬉
し
い
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
。近
所
か
ら
野
菜
が
届
い

た
り
、ま
た
、家
で
採
れ
た
も
の
を
あ
げ
た

り
と
い
う
地
域
の
習
慣
が
、こ
の
よ
う
な
一

場
面
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。世

界
で
戦
争
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
き
、日
本

で
も
物
資
不
足
に
よ
る
買
い
溜
め
な
ど
が

起
き
ま
し
た
が
、時
に
、子
ど
も
た
ち
は
本

当
に
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

お
菓
子
を
和
気
あ
い
あ
い
と
頬
張
る
み

ん
な
を
見
て
、未
来
は
明
る
い
な
あ
と
、廃

校
に
な
っ
た
小
さ
な
学
校
か
ら
視
界
が
遠

く
広
が
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

農
業
の

知
識

豆

  

出
品
方
法

■
出
品
受
付
期
間

【
第
１
期
】

　

令
和
４
年
10
月
１
日
㈯
か
ら
10
月
26
日
㈬

【
第
２
期
】

　

令
和
４
年
10
月
27
日
㈭
か
ら
11
月
４
日
㈮

※
第
１
期
中
に
出
品
す
る
と
、
出
品
金
額
が

安
く
な
り
ま
す
。

■
用
意
す
る
も
の

　

令
和
４
年
産
玄
米
（
１
検
体
あ
た
り
２

㎏
）、
丈
夫
な
袋
、
出
品
用
紙
、
出
品
料
（
条

件
に
よ
り
１
検
体
あ
た
り
３
，
５
０
０
円
～
４
，

５
０
０
円
）

■
出
品
先　

米
・
食
味
鑑
定
士
協
会

　

〒
５
３
２
‐
０
０
１
１

　

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
３
丁
目
12
‐
15　

　

第
５
新
大
阪
ビ
ル
２
０
３
号

　

℡
０
６
‐
６
１
０
０
‐
１
１
５
１

■
そ
の
他

　

出
品
用
紙
や
出
品
方
法
詳
細
に
つ
い
て
は

農
林
振
興
課
に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、
米
・

食
味
鑑
定
士
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.syokum

ikanteisi.gr.jp/
kon-24/top.htm

l

　

ま
た
、
12
月
10
日
㈯
に
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
第
３
回
津
南
町
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

令
和
４
年
12
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯
、
国
内

最
大
規
模
の
お
米
の
品
評
会
で
あ
る
「
第
24

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際

大
会
in
小
諸
」
が
長
野
県
小
諸
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
津
南
米

の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
や
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
し
た
米
づ
く
り
の
P
R
な
ど
を
目

的
に
、
来
年
、
令
和
５
年
に
津
南
町
で
開
催

し
ま
す
。

　

津
南
町
で
の
大
会
開
催
の
機
運
を
高
め
て

い
く
た
め
に
も
、
今
回
の
小
諸
大
会
に
は
、

多
く
の
生
産
者
の
皆
さ
ま
か
ら
自
慢
の
お
米

の
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
で
は
、
出
品

料
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：

国
際
大
会
」に
自
慢
の
お
米
を
出
品

し
ま
し
ょ
う
！

■お問い合わせ　農林振興課　農林班　℡７６５‐３１１５
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『乱

らん

鴉
あ

の空
そら

』	 ……………………………………… あさの　あつこ
●『浅草ルンタッタ』	……………………………………劇団ひとり
●『裂けた明日』	………………………………………………佐

さ

々
さ

木
き

　譲
じょう

●『透明な膜を隔てながら』	 ………………………李
り

　琴
こと

峰
み

●『越境刑事』	 ……………………………………………………中
なか

山
やま

　七
しち

里
り

●『ハヤブサ消防団』	……………………………………池
いけ

井
い

戸
ど

　潤
じゅん

●『マル暴ディーヴァ』	 …………………………………今
こん

野
の

　敏
びん

●『オリンピックを殺す日』	 …………………堂
どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

【子どもの本】 
●『だれが歴史を書いてるの？』
	 ……………………………………………………太郎次郎社エディタス
●『ディズニープリンセス幸せをつかむマナー』
	 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂18』	 ……………………… 偕成社
●『ごみ 世界で一番やっかいなもの』
	 ………………………………………………………………………………………西村書店
●『どすこいすしずもう たいけつ！うみの

ギャング』	…………………………………………………アン　マサコ
●『パンしろくま』………………………………………柴田　ケイコ
●『パンどろぼう おにぎりぼうやのたびだち』
	 ……………………………………………………………………………柴田　ケイコ
●『へんしんロボット』	 …………… あきやま　ただし

　

日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、朝
晩
は
肌

寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。寒
さ
対
策
を
怠
ら
ず
に
身
体
に
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

10
月
は
読
書
週
間
が
あ
り
ま
す
。「
読

書
の
秋
」と
い
う
こ
と
で
ぜ
ひ
公
民
館

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。た
く
さ

ん
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

～
こ
の
一
冊
に
、あ
り
が
と
う
～

・
・
・
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
・
・
・

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
は
読

書
週
間
で
す
。開
催
期
間
は
も
と
も
と

「
文
化
の
日
を
中
心
と
し
た
２
週
間
」と

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
の
運
動

が
全
国
的
に
広
が
っ
た
影
響
を
受
け
て
、

始
ま
り
の
10
月
27
日
は
2
0
0
5
年
か

ら「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」と
い
う
記

念
日
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ん
で
も「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
平

和
な
文
化
国
家
を
作
ろ
う
」と
い
う
考

え
の
も
と
で
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
伴
い
、世

の
中
の
情
報
伝
達
の
流
れ
は
、大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。で
す
が
、使
い

手
は
人
間
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。人
間
性
の
育
み
に
、「
本
」が

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
今
後
も

変
わ
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
こ
の
一
冊
に
、あ
り
が
と
う
」が
今

年
の
標
語
で
す
。標
語
の
応
募
者
は「
読

書
で
心
が
震
え
る
体
験
は
、何
事
に
も

代
え
難
い
奇
跡
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。そ
し
て
、自
分
の
未
来
に
は
そ

ん
な
奇
跡
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
待
っ

て
い
る
と
い
う
妙
な
確
信
が
あ
り
ま
す
。

本
に
か
か
わ
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
に

感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。」と
思
い
を
込

め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
心
が
震
え
る
よ
う
な
素
敵

な
本
に
出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
き
っ
と
そ
れ
は
標
語
の
応
募
者
の

と
お
り「
奇
跡
」な
の
で
し
ょ
う
。ま
た

こ
の
先
に
も
そ
の
よ
う
な
出
会
い
が

き
っ
と
た
く
さ
ん
待
っ
て
い
ま
す
。こ

の「
奇
跡
」に
皆
さ
ん
も
出
会
い
に
行
き

ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
そ
ん
な
素
敵
な
一

冊
に
出
会
え
た
際
に
は
、心
か
ら
の「
あ

り
が
と
う
」を
伝
え
ま
し
ょ
う
。た
だ
し
、

読
書
に
熱
中
し
す
ぎ
て
寝
不
足
に
な
ら

な
い
よ
う
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

　

図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着

用
」、「
長
時
間
利
用
の
回
避
」に
配
慮
い

た
だ
く
と
と
も
に
、必
ず「
入
室
者
記
入

用
紙
」に
記
入
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
室
時
間　

　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

土
日
祝　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
休
館
日　

10
月
31
日
㈪
、11
月
28
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間（
※
予
約
が
な

い
場
合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・

予
約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図

書
室　

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

図書室のはこぶね

　読書の秋ということで図書室をテーマにした
小説をピックアップしました。ストーリーでは図
書室と体育祭が思わぬ形で絡み合い、「伝統・
変革・同調圧力・自由とわがままの違い・多様性」
といったテーマが浮かび上がってきます。思春
期の頃を思い出したい大人たちへ、真っ直ぐ未
来へ向かう中高生へ読んでほしい一冊です。

名
な

取
とり

　佐
さ

和
わ

子
こ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

10月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

ふ
っ
く
ら
と
戻も

ど

し
た
ぜ
ん
ま
い
帰き

省せ
い

す
る

子こ

供ど
も

ら
の
た
め
に
冷れ

い

凍と
う

に
す
る	

風
巻
淳
子

水み
ず

引ひ

き
て
い
つ
も
の
流な

が

れ
の
信し

な

濃の

川が
わ

川か
わ

面も

を
白し

ら

鷺さ
ぎ

一い
ち

羽わ

飛と

び
ゆ
く
（
台
風
十
九
号
）

	

江
村
美
智
代

温あ
た
た

か
く
ね
っ
と
り
し
た
日ひ

長な
が

い
蛇へ

び

道み
ち

幅は
ば

い
っ
ぱ
い
に
横よ

こ

た
わ
り
い
る	

小
島
香
代
子

朝あ
さ

六ろ
く

時じ

雨あ
め

降ふ

る
今き

ょ

日う

も
孫ま

ご

の
た
め

苺い
ち
ご

ひ
と
籠か

ご

祖そ

父ふ

持も

ち
来き

た
る	

江
村
大
輔

ぬ
か
る
み
の
田た

を
苦く

労ろ
う

し
て
移い

動ど
う

せ
る

コ
ン
バ
イ
ン
の
跡あ

と

土つ
ち

盛も

り
上あ

が
る	

津
端
恵
子

こ
の
船ふ

ね

を
導み

ち
び

く
光ひ

か
り

失う
し
な

い
て

わ
れ
ら
か
細ぼ

そ

い
櫂か

い

を
漕こ

ぎ
出だ

す	

貝
澤
圭
子

聞き

こ
え
く
る
熊く

ま

除よ

け
の
鈴す

ず

か
ろ
や
か
に

児じ

童ど
う

ら
通と

お

る
平へ

い

日じ
つ

の
朝あ

さ	

関
谷
郁
子

稲い
ね

刈か

り
に
来く

る
と
言い

ふう

子こ

の
日ひ

に
合あ

はわ

せ

青あ
お

き
穂ほ

混ま

じ
る
稲い

ね

刈か

り
始は

じ

む	

恩
田
久
美
子

雪ゆ
き

囲が
こ

い
取と

り
た
る
部へ

屋や

に
降ふ

り
注そ

そ

ぐ

待ま

ち
い
し
春は

る

の
優や

さ

し
き
陽ひ

射ざ

し	

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

鍬く
わ

洗あ
ら

ふ
堰せ

き

の
中な

か

ま
で
夕ゆ

う

焼や

け
て	

房　

良

遠え
ん

雷ら
い

や
雨あ

め

待ま

つ
土つ

ち

に
種た

ね

蒔ま

い
て	

守　

人

蜩ひ
ぐ
ら
し

の
仕し

事ご
と

終ぢ
ま

ひ
の
合あ

い

図ず

か
な	

渡　

舟

油あ
ぶ
ら

蝉ぜ
み

冷ひ
や

し
中ち

ゅ
う

華か

の
五ご

色し
き

盛も

り	

フ
ミ
子

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

や
地ぢ

蔵ぞ
う

も
頭づ

巾き
ん

新あ
た
ら

し
く	

芳　

司

ど
の
子こ

に
も
当と

う

分ぶ
ん

に
切き

る
大お

お

西す
い

瓜か	

緑
　

世よ

の
喧け
ん

騒そ
う

知し

ら
づ
稲い
な

穂ほ

の
頭こ
ふ
べ

た
れ	

壽
　
子

「
新し

ん

潮ち
ょ
う

」
の
表ひ

ょ
う

紙し

絵え

な
ぜ
か
魂た

ま
し
い

の

一い
ち

番ば
ん

奥お
く

に
灯ひ

が
と
も
り
ま
す
（
谷た

に

内う
ち

六ろ
く

郎ろ
う

の
絵
）

	

小
野
寺
恒
代

今い
ま

は
亡な

き
母は

は

愛あ
い

用よ
う

の
つ
げ
の
櫛く

し

飴あ
め

色い
ろ

な
せ
り
わ
が
手て

に
馴な

染じ

む	

麻
績
初
恵

ど
こ
ま
で
も
澄す

み
渡わ

た

る
今き

ょ

日う

の
空そ

ら

季き

節せ
つ

早は
や

く
も
秋あ

き

の
色い

ろ

な
り	

高
橋
春
枝

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

時じ

の
師し

よ
り
賜た

ま
わ

る
白し

ら

萩は
ぎ

の

花は
な

散ち

ら
し
め
て
秋あ

き

深ふ
か

み
ゆ
く	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

黒く
ろ

と
黄き

の
見み

事ご
と

な
模も

様よ
う

の
女じ

ょ

郎ろ
う

蜘ぐ
も

巣す

を
張は

り
終し

ゅ
う

日じ
つ

獲え

物も
の

待ま

ち
を
り	

中
村
武
子

大だ
い

根こ
ん

を
一い

っ

本ぽ
ん

立だ
ち

に
す
る
朝あ

さ

に

オ
ン
ブ
バ
ッ
タ
が
夜よ

露つ
ゆ

凌し
の

ぎ
て	

島
田
眞
之
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＜実施された行事＞
〔９月〕
	 27日	 広報特別委員会
	 29日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 （議長、広域事務組合議会議員）
	 30日	 町村議会広報研修会
	 	（広報特別委員）
〔10月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会
	 7日	 令和４年度建策要望検証会
	 14日	 全議員研修会（後期）

＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	 26日	 町村監査委員全国研修会
	 	（監査委員）
〔11月〕
	 1日	 町村自治に関する研修会
	 1日	 町村長と町村議会議長懇談会
	 	 （議長）
	 4日	 全員協議会
	 9日	 町村議会議長全国大会・実行
	 	 運動（議長）
	 11日	 令和５年度建策要望申入れ会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

	7600日	中村チエ子（堂平）
	3600日	志賀春信（船山）
	3000日	大倉マツ（小下里）
	2700日	髙橋昭子（船山）
	2200日	涌井直治（段野団地）
	 300日	桑原イヨ子（貝坂）

主な運動：ラジオ体操、テレビ体操、健骨体操他

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
、
令
和
４
年
中
（
令
和
４

年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
12
月
31
日
）

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で

す
。（
令
和
４
年
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。）

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、日
本
年
金
機
構
か
ら
、

下
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

大
事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自

身
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ

の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

発送時期 対象者

①
令和４年

10 月下旬から
11 月上旬に

かけて順次発送

令和４年 1 月 1 日から
令和４年 9 月 30 日までの

間に納付された方

②
令和 5 年
2 月上旬

令和４年 10 月１日から
令和４年 12 月 31 日までの

間に納付された方
（①の対象者は除きます。）

　

津
南
町
で
は
18
名
の
か
た
が
今
年
度
百

歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。９
月
19
日
の「
敬

老
の
日
」
に
は
、
訪
問
を
希
望
さ
れ
た
か

た
の
ご
自
宅
を
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康

福
祉
部
長
の
長
谷
川
様
と
桑
原
町
長
が
訪

問
し
ま
し
た
。
長
谷
川
様
か
ら
は
内
閣
総

理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念

品
、
桑
原
町
長
か
ら
は
町
長
か
ら
の
祝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　写真は小野塚榮子さん

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
の

全
額
が
社
会
保
険
料
の

控
除
の
対
象
で
す
！

控
除
の
対
象
で
す
！

敬
老
の

日

　

～
い
つ
ま
で
も
元
気
で
～



Tsunan  a l l  p e o p l e

23 広報 令和４年10月号

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

髙橋ももさんの研究

子ども達ならではの
着眼点、センスが光る

　

学
校
外
で
も
、
子
ど
も
達
が
自
ら
ジ
オ

パ
ー
ク
や
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の

良
さ
や
楽
し
さ
を
多
く
の
人
達
に
伝
え
て
い

け
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
の

が
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。

　

今
年
度
は
、
津
南
町
・
栄
村
の
小
・
中
学

生
１
２
７
人
（
共
同
出
品
あ
り
）
か
ら
応
募
が

あ
り
、
創
意
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
研
究
成
果

は
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

９
月
20
日
に
審
査
が
行
わ
れ
、
津
南
小
学

校
３
年
生
・
髙
橋
も
も
さ
ん
の
「
わ
た
し
が

見
た
「
さ
さ
ば
み
ね
」」
が
苗
場
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
振
興
協
議
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
笹
葉
峰
の
地
形
や
周
辺
の
植
物
、
石
造

物
な
ど
が
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
受
賞
作
品
は
以
下
の
通
り

で
す
。

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会
副
会
長
賞

　

栄
小
学
校
５
年
生
（
７
人
）　

　
　
「
栄
村
温
泉
調
査
」

○
津
南
町
教
育
長
賞

　

津
南
小
学
校
４
年　

小
林
み
う
さ
ん

　
　
「
見
倉
橋
」

○
栄
村
教
育
長
賞

　

栄
小
学
校
５
年　

島し
ま

崎さ
き

夏な
つ

芽め

さ
ん

　
　
「
小
滝
古
道
植
物
調
べ
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長
賞

　

津
南
小
学
校
３
年　

今
井
晴は

る

仁と

さ
ん

　
　
「
中
津
川
流
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
記
行
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
賞

　

津
南
小
学
校
５
年　

磯い
そ

部べ

美み

響き

さ
ん

　
　
「
見
倉
橋
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
別
賞

　

栄
小
学
校
３
年　

山
田
凱か

い

士と

さ
ん

　
　
「
石
・
岩
の
な
ぞ
」

　

栄
小
学
校
３
年　

山
田
駿し

ゅ
ん

介す
け

さ
ん

　
　
「
栄
村
の
き
ょ
う
土
料
理
調
べ
」

　

津
南
小
学
校
３
年　

樋
口
雄ゆ

う

星せ
い

さ
ん

　
　
「
り
ゅ
う
が
く
ぼ
の
り
ゅ
う
」

　

津
南
中
等
教
育
学
校
１
年
生
（
78
人
）

「
調
べ
て
み

よ
う
苗
場

山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
」

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
コ
ン
ク
ー
ル

○
金
曜
日
：
午
前
9
時
半
～
11
時
半

※
水
曜
・
金
曜
は
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

■ 

ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス 

（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
と
、腕
の
動
き
を
組
み
合

わ
せ
、気
持
ち
良
く
身
体
を
動
か
し
ま
す
。日

常
で
は
動
か
さ
な
い
部
分
も
し
っ
か
り
使
っ
て

ス
ッ
キ
リ
爽
快
で
す
。

○
月
曜
日
：
午
前
10
時
半
～
11
時
半

○
月
曜
日
：
午
後
７
時
～
8
時

■ 

ロ
コ
チ
ャ
レ
６０ 

（
そ
だ
き
苑
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
無
理
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
い
ま

す
。参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

○
火
曜
日
：
午
前
10
時
半
～
11
時
半

■ 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
に
毎
回
、身
体
の
状
態

を
測
定
で
き
る【
Ｉ
ｎ	
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
測
定
会
】を

行
な
い
、ご
自
身
の
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
す
。そ
の
後
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
で
専

門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
無
理
な
く

身
体
を
動
か
し
ま
す
。

〇
毎
月
第
３
水
曜
日
：
午
前
10
時
～
11
時
半

　

T
a
p 

会
員
に
加
入
す
る
と
、こ
れ
ら
の

教
室
に
、お
得
に
参
加
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

会
員
費
、教
室
の
参
加
料
、詳
細
に
つ
い
て
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー
T
a
p	

事
務
局

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　

読
書
の
秋
、食
欲
の
秋
、芸
術
の
秋
。皆
さ

ん
は
今
年
、何
の
秋
に
し
た
い
で
す
か
？

　

日
頃
の
運
動
不
足
が
気
に
な
っ
て
い
る
か

た
は 

T
a
p 

会
員
に
加
入
し
、「
運
動
の
秋
」

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

定
期
的
に
適
度
に
体
を
動
か
し
、寒
い
時

期
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

実
施
し
て
行
っ
て
い
る 

T
a
p 

の
運
動
教
室

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ 

ピ
ン
ポ
ン
卓
球 

（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

曜
日
ご
と
に
３
つ
の
時
間
帯
が
あ
り
、ど
の

枠
も
気
楽
に
卓
球
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。仲
間
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ス
ト
レ

ス
を
発
散
！
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

○
月
曜
日
：
午
後
8
時
～
9
時
半

○
水
曜
日
：
午
後
1
時
半
～
3
時
半

○
○
の
秋
！
み
な
さ
ん
は
何
の
秋
？

各
種
教
室
・
会
員
募
集
の
ご
案
内 



広
報

つ
な

ん
 N

o
.7

3
6
　

■
令

和
４

年
1
0
月

2
0
日

発
行

　
■

発
行

／
津

南
町

役
場

 〒
9
4
9
-8

2
9
2
　

　
　

  新
潟

県
中

魚
沼

郡
津

南
町

大
字

下
船

渡
戊

5
8
5
　

T
E
L
.0

2
5（

7
6
5
）3

1
1
1
㈹

F
A

X
.0

2
5（

7
6
5
）4

6
2
5
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  h

ttp
s
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
/
　

■
電

子
メ

ー
ル

  in
fo

@
to

w
n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

秋季企画展の様子

苗場山麓ぶらり旅

石槍と鹿角

ろうそくのランタン

『苗場山麓1,800万年の軌跡』

●秋季企画展 「苗場山麓1,800万年の軌跡」
　会　期：9月3日㈯～11月13日㈰
　入館料：大人300円、中学生以下無料
　苗場山麓大地の1,800万年間の成り

立ちを知り、自然とヒトとの関わりを

岩石資料、考古資料、歴史資料、民俗資

料の展示を通して紹介します。

●苗場山麓ぶらり旅 ～加用地区を歩く～
　日　時：11月3日（木・祝）　午前9時～午前12時
　体験料：無料
　対　象：小学3年生～大人
　苗場山麓ジオパーク推進室の

佐藤雅一さんとともに加用地区を

歩きます。

●大人の石器づくり ～石槍～
　日　時：11月26日㈯　午前10時～午前12時
　体験料：500円　　対　象：小学5年生～大人
　鹿角を使って黒曜石を割り、石槍を作ります。当時と同

じ手法でつくる本格的な体験です。

●ろうそくのランタン
　日時：11月27日㈰　午前10時～午前11時
　体験料：800円　　対象：小学5年生～大人
　ろうそくでランタンを作り、押し花できれいに

飾り付けましょう。

　ランタンの中に明かりを入れると、やわらかな

光に草花が浮かびあがります。

●津南学叢書刊行のお知らせ
　第43輯『苗場山麓1,800万年の軌跡』…600円
　なじょもんのミュージアムショップでご購入いた

だけます。

11 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈷ 9:00～12:00 苗場山麓ぶらり旅 ～加用地区を歩く～ 無料 中学年以上

5日㈯ 9:00～11:00 秋の自然観察会 ～紅葉～ 500 低学年以上

6日㈰ 10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

12日㈯ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 1,500 10才以上

13日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

19日㈯ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

20日㈰ 10:00～12:00 ひょうたんのランプシェード
※ライトは別途950円

1,000 10才以上

23日㈷ 10:00～11:00 縄文ハンコ 500 中学年以上

26日㈯ 10:00～12:00 大人の石器づくり ～石槍～ 500 高学年以上

27日㈰ 10:00～11:00 ろうそくのランタン 800 高学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります表

紙
の
写
真　

10
月
９
日
に
開
催
し
た
町
民
駅
伝
大

会
の
ス
タ
ー
ト
直
後
の
シ
ー
ン
で
す
。暑
す
ぎ
ず
、寒

す
ぎ
ず
、と
て
も
走
り
や
す
い
天
気
で
し
た
。出
場
し

た
選
手
は
、自
分
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

■人口8,931（−９）　男4,345（−４）　女4,586（−５）

■世帯数3,468（−８）　■転入／７　■転出／９　■出生／８　■死亡／ 15　■婚姻／０10月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

小林　琉
る

菜
な

（陣場下）	 和貴さん
	 麻衣さん

中沢　彩
さ

良
ら

（小島）	 健太さん
	 友里さん

涌井ひかり（正面）	 航平さん
	 温子さん

藤木　真
ま

子
こ

（大割野）	 剛史さん
	 瞳さん

大口　紗
さ

弥
や

（芦ヶ崎）	 宏栄さん
	 千恵子さん

石澤　　樹
いつき

（上野）	 雄太さん
	 文さん

谷内田実
み

結
ゆ

（谷内）	 裕さん
	 友美さん

太島　芙
ふ

峰
みね

（リバーサイド信濃）
	 渉さん
	 雪乃さん

原　　兼松さん	 （86歳・鹿渡）

吉樂　英雄さん	 （78歳・逆巻）

津端　正夫さん	 （88歳・恵福園）

髙藤　万里さん	 （45歳・城原）

関沢セキノさん	 （98歳・中子）

藤ノ木光則さん	 （89歳・太田新田）

柳沢　永吉さん	 （80歳・十日町）

瀧沢　公夫さん	 （84歳・外丸）

島田　貞子さん	 （85歳・宮野原）

山本　ツギさん	 （94歳・リバーサイドみさと）

板場　眞成さん	 （62歳・辰ノ口）

藤ノ木正義さん	 （93歳・太田新田）

山我キヨシさん	 （97歳・鹿渡新田）

桑原　茂子さん	 （94歳・貝坂）

藤ノ木キクヰさん	 （84歳・太田新田）

八重沢主税さん	 （98歳・亀岡）

　

秋
と
い
え
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

食
欲
の
秋
、芸
術
の
秋
、読
書
の
秋

な
ど
様
々
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、私

の
秋
は
食
べ
る
こ
と
と
運
動
す
る

こ
と
が
好
き
な
の
で
、ス
ポ
ー
ツ
と

食
欲
の
秋
で
し
た
。来
年
は
芸
術
や

読
書
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
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